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高齢 者問題 研究Nα101994,9～15

女性高齢者の健康 ・生きがい ・基礎体力の特徴 について

森谷 紫*布 上 恭子**

CharacteristicsofHealth,MoraleandPhysicalFitnessLevelof

FemaleSeniorCitizens

KiyoshiMORIYA

FαcultツofEdUCαtion,Hokkαidoσniversitツ

KyokoNUNOGAMI
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Abstract

1.Fem .aleseniorcitizensintheir70sbelongingtofourgroups(citizensintheS

areaofSapporo,membersofsportsclubs,membersofSeniorcitiz-ensassociation,

andcitizensintheeastofHokkaido)werecomparedwithmalesintheir70sin

thesamegroupsfordegreeofhealthandrnorale.Healthandrnor-alescalesof

femaleseniorsintheSareaofSapporoandtheeastofHokkaidowerelower

thanthoseofmaleseniors.Therewerenobigdifferencesinhealthandmorale

levelbetweenfemaleandmalemembersofsportsclubsorseniorcitizensassoci-

ation.Fromtheseresu1七s,socialactivityisinferredtobebeneficialforhealth

andmoraleleveloffemaleseniorcitizens.

2.Wesurveyedwomengroupedbydecadesofagefromthe20'stothe70'swho

weremembersofsportsclubsorwereworkingfull-time.Thehealthandmorale

scalesandphysicalfitnesslevelgraduallydecreasedwithage.Comparinghealth

andmoralescalesbetweensportsclubmembersandworkingwomenofthe

samegeneration,theformerwereinbetterconditionthanthelatter.Itwillbe

usefultosurveytheirqualityoflifeintheviewpointofsuccessfulaging.

亀

1.緒 言

ひとの生涯において,老 年期は心身諸機能の低

下する時期であり,社 会的にも定年などを機に役

割の変化することが多い。健康と生きがい感に恵

まれて,そ の老年期を過ごすためには,若 いとき

と同 じように個人に与え られた身体的 ・精神的 ・

社会的諸条件を十分に活用 しつ くすことが大切で

ある。我々はこのような考えにたって,北 海道内

のいくっかの集団に属する高齢男女にっいて,健

康 ・生 きがい ・基礎体力に関する調査 と測定を続

けてきた。その対象者 は都市部のS地 区に居住す

る70歳代男女(石 田ら,1986),都 市部 に居住 し

高齢者 スポーツ健康教室に通 う男女(森 谷 ら,

1990),都 市部の老人クラブに参加 している男女

(森谷 ら,1991),農 業 ・漁業を主産業 とする道東

地域に居住する高齢男女(森 谷 ら,1992)で あっ

た。これらの集団に属する高齢男女の健康 ・生 き

がい ・基礎体力に関する結果を,70歳 代女性にっ

*北海道大学**札 幌市立高等専門学校
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いて整理 し,同 年代男性の結果と比較することに

よって,女 性高齢者の健康 ・生きがい ・基礎体力

の特徴を明 らかにすることを意図 した。

さらに,70歳 代女性高齢者の健康 ・生きがい ・

基礎体力の特徴が,も っと若い年代からどのよう

にして形成 されて行 くのかを明らかにする目的で,

20歳代から70歳代にいたる女性の生活 ・健康 ・生

きがい ・基礎体力の調査 ・測定を行った。

2.方 法

「高齢者の方の生活 ・健康 ・生きがいに関する

アンケー ト」を用いて,1984年 札幌市S地 区に居

住する70歳代男女,1989年 に札幌市と江別市の高

齢者スポーッ健康教室参加者,1989年 と1990年 札

幌市老人 クラブ会員,1991年 道東3町(別 海町,

標津町,羅 臼町)居 住高齢者に質問紙記入をお願

いした。質問紙の健康自覚症状調査は,北 大方式

健康調査表(HHI)(森 谷と福地,1985)を 基

礎 とした質問項 目24で,こ の質問に頻度 による3

段階選択肢で回答を得,健 康度の低い方から3,

2,1点 と配点を し,そ の合計点を 「健康度(H

HI)ス コア」とした。健康度スコァの基礎とな

る項目に加えて自覚的健康状態,通 院状況,健 康

に関係する日常的生活様式などをたずねた。質問

紙の生きがい感調査は浦沢 ら(1981)が 作成 した

質問項目20か ら成る 「生 きがい感調査表」によっ

た。感 じの度合いを3段 階選択肢か ら回答させ,

生 きがい感の低い方から3,2,1点 と配点をし,

その合計点を 「生 きがい感(PGM)ス コア」 と

して取 り扱 った。HHIス コアとPGMス コアは

ともに値の低いほど状態の良いことを示す指標で

ある。また質問紙回答者のうち無作為に選んだ一

部の人達について,基 礎体力測定を行った。測定

項目は身長 ・体重 ・安静時血圧 ・肺活量 ・握力 ・

膝曲げ運動である。1991年 の道東地域では,体 脂

肪率を測定 した。すべての測定において,身 長と

体重の測定値か らBrocaの 桂変法(小 林と下村,

1985)に よって肥満度を計算 した。さらにアンケー

ト回答者の一部の人を無作為に選び,万 歩計の装

着 を依 頼 し,毎 日 の歩 行 数 を記 録 して も ら った。

以 上 の方 法 は,既 報(石 田 ら,1986a,b),(森 谷

ら,1990),(森 谷 ら,1991),(森 谷 ら,1992)に

詳 しい。

上 記 の調 査 ・測 定 結 果 に っ い て,S地 区居 住 者

の結 果(石 田 ら,1986)に あ わ せ年 齢 の影 響 を小

さ くす るた め,70歳 代 男 女 の み を選 び だ して 解 析

を 行 った。 各 集 団 の70歳 代 男 女 の サ ンプル 数 はS

地 区 居 住 女 性99と 男 性95,ス ポ ー ッ教 室 参 加 女 性

22と 男 性22,老 人 ク ラ ブ会 員 女 性79と 男 性115,

道 東 地 域 居 住 女 性159と 男 性138で あ った 。 これ ら

男 女 の比 較 を行 い,女 性 の特 徴 を明 らか にす る こ

と を意 図 した。

ま た1993年6-8月 に 「高 齢 者 の方 の生 活 ・健

康 ・生 きが い に関 す る ア ンケ ー ト」を基 礎 に して,

年 齢 の若 い女 性 に も回 答 しや す く修 正 を行 った質

問紙 「女 性 の方 の生 活 ・健 康 ・生 きが い に 関 す る

ア ンケ ー ト」 を用 い て,ス ポ ー ッ教 室(婦 人 健 康

美 運 動 教 室)に1週 間 に2回 程 度,定 期 的 に参 加

す る20-70歳 代 の女 性192名(Aグ ル ー プ)(20歳

代16,30歳 代56,40歳 代71,50歳 代27,60歳 代17,

70歳 代5)と 札 幌 市 内 のH職 場 で はた ら く20-50

歳 代 の女 性130名(Bグ ル ー プ)(19歳 と20歳 代54,

30歳 代14,40歳 代40,50歳 代22)を 対 象 に して 調

査 を行 っ た。 そ の後,9月 に ス ポ ー ツ教 室 に参 加

して い る女 性 につ いて,基 礎 体 力 測 定 を行 った。

測 定 項 目 は身 長 ・体 重 ・体 脂 肪 率 ・安 静 時 血 圧 ・

肺 活 量 ・握 力 ・膝 曲 げ運 動 で あ る。 測 定 対 象 者 は

20歳 代2名,30歳 代19名,40歳 代29名,50歳 代10

名,60歳 代15名,70歳 代5名,合 計80名 で あ った。

また5月 一一一12月 に万 歩 計(電 子 万 歩 計DC4311F

X--W,富 士 通 電 気 化 学)を 装 着 して も ら い,日

常 の 生 活行 動 と活動 量 の 概 略 を 把 握 す る こ とを 意

図 した。 万歩 計装 着 者 は上記 二 っ の 集 団 の19歳 と

20歳 代16名,30歳 代7名,40歳 代13名,50歳 代6

名,60歳 代5名,70歳 代5名,合 計52名 で あ った。

以 上 の研 究 方 法 の概 要 を表1に 示 した。
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女性 高齢者の健康 ・生 きがい ・基礎体力の特徴にっいて

表1研 究方法 の概要

1)対 象者

①道 内都市 部S地 区居住者(70歳 代男女)

②都市部 高齢 者スホo一ツ教室参加者(70歳 代 男女)
③都市部 老人クラブ会員(70歳 代男女)

④道東農 漁業 地域居住者(70歳 代男女)
⑤都市部 居住 女性(20--70歳 代)

2)質 問紙調査 の柱

① 自覚 的健 康状態(ス コア)

②健康指標(HHIス コア)
③生 きがい感 指標(PGMス コア)
④通 院状 況、健康法 など'

3)基 礎体 力測定

① 身長
②体 重

③肥 満度/体 脂肪率(イ ンピーダンス体脂肪率 計、ライ ト社)
④ 安静時血圧(デ ジタル血圧計、 オムロン)
⑤肺 活量(肺 活量計、 チ ェス ト)

⑥握 力(ス メ ドレー式握力計、五十嵐 医科工 業)
⑦ 膝曲げ運動(20秒 間に行 えた膝 曲げ回数)

4)万 歩計装着 による一 日あた り歩行数 計測

3.結 果

なかった。x2検 定で男女 の自覚的健康

状態の分布を比較検定すると,有 意差 は

道東地域の男女のみで認められた。

(2)70歳 代女性の健康指標 と生 きがい

感指標の同年代男性 との比較

都市部S地 区居住 と道東居住女性のH

HIス コアは男性のそれより有意に高 く

て,健 康度の低いことを示唆 したが,ス

ポーツ教室参加者では,逆 に女性のHH

Iス コアが男性のそれより有意に低 く,

女性の方が男性より健康度の高いことを

示唆 した(表3)。 また老人 クラブ会員

の女性では,男 性の健康度に比べ違いは

表370歳 代男女の健康感指標と生きがい感指標

(1)70歳 代女性の自覚的健康状態の同年代男

性 との比較

S地 区居住者,ス ポーッ健康教室参加者,老 人

クラブ会員並びに道東地域に居住する70歳代女性

の自覚的健康状態の分布を表2に 示 した。あわせ

て各集団の70歳代男性の自覚的健康状態の分布 も

示 した。都市部S地 区居住者 と道東居住者の女性

の自覚的健康状態は男性のそれに比べて悪い傾向

があり,「やや不良」 と 「不良」 に回答する割合

の高い傾向が認められた。自覚的健康状態スコア

の平均値は女性で男性より高い傾向にあった。 し

か し,ス ポーッ健康教室参加女性と老人クラブ会

員女性では,男 性との間に大きな違いは認められ

表2

HHIス コア PGMス コ ア

①S地 区居住の女性

男性
Pvs女 性

②スポーツ教室参加女性

男性
Pvs女 性

③老人クラブ会員女性

男性
Pvs女 性

④道 東地域居住女性

男性
Pvs女 性

38.6±0.8(95)

35.7±0.7(99)

〈0.05

34.8±0.4(19}

36.0±0.4{21)

ぐ0.05

36.4±Og9(65}

35.5±0.7(107)

NS

38.0±0.1(73}

36.3±0.1(101)

く0.001

31.9±0.7(95)

31.1±0.7(98)

NS

28.1±0.2(21)

28.6±0.2(21)

NS

31.4±0.8(76)

31.5±0.7(112)

NS

32.4±0.1(81)

30.6±0.1(103)

〈0.001

Mean±SE.()内 の数字は回答数.NS;有 意差 な し

①都市S地 区居住者 ②都市高齢者 スホo一ツ教室 参加 者
③都 市老 入クラブ会員 ④ 道東農漁業地域居住 者

認められなか った。生きがい感を示すPGMス コ

アは道東居住女性のみが同集団の男性に比べて有

意に高 く,生 きがい感の低いことを示 したが,S

70歳代女性の自覚的健康状態(男 性との比較)

非常 に良 い 良 い 普通 やや不良 不良 スコア*

女 性S地 区 居 住 者(n=95)3%15

スホ.一ツ教 室 参 加 者(n・22)018

老人クラブ会員
道東居住者

(n=79》112

(n=138}47

4e32

775

5132

5223

103.31

02.87

43.26

133.31

男 性S地 区 居 住 者(n=99}

スポ ーツ教 室 参 加 者(n・22)

老 人 クラブ 会 員(n=115}

道 東 居 住 者(n=159)

己ひ

n
U

り乙

員
り

nU

7
電
り0

9
臼

n乙

2

ー
ム

9
白

0
0

a6

1
↓
nU

4

ρ0

日O

pO

9
0
[り

00

nU

9
血

2

り
白

nU

O

ρ0

4

1 9
白
8

り0

0
り

ー
↓
ツ
ー
り
白
0
》

0
0
2

り0

り
乙

nは 回 答 数.*ス コ ア:自 覚 的 健 康 状 態 が 非 常 に 良 い1点.

良 い2.普 通3.や や 不良4.不 良5と して 平 均 値 を計 算 し た.

地 区 居 住 と ス ポ ー ッ教 室 参 加 者 と老 人

ク ラ ブ会 員 の 女 性 で は,男 性 に比 べ て

生 きが い感 の低 い傾 向 は認 め られなか っ

た。

表4は 同 一 人 の}IHIス コ ア とPG

Mス コ ア に基 づ い てsuccessfulaging

(成功 的老 化)の 度 合 い を 調 べ た結 果

を示 す 。 グ ル ー フ.AはHHIス コ ア と

PGMス コ アが 全 分 布 の3分 の1以 内

の 低 い値 に あ った,健 康 と生 きが い感
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表4HHIス コアとPGMス コアによる70歳 代男女の グル ープ分 け グル ー プ は,

グ ル ープAグ ル ー プBグ ル ー プC

①S地 区居住の女性

男性
②スポーツ教室参加女性

男性
③老人クラブ会員女性

男性
④ 道東地 域居住 女性

男性

%7

8

8

9

4

4

1

3

1

2

2

1

1

1

2

2

%4

1

2

1

4

7

2

3

6

6

7

7

6

6

5

6

グ ル ー プA;低HHIス コ ア と低PGMス コ ア

ク ル ープC;高HHIス コ ア と高PGMス コ ア

グ ル ー プB;AとCの 中間

に恵まれているグループを意味する。

グループCは 逆に健康と生きがい感

に恵まれないグループ,グ ループB

をその中間の人々を意味する分類で

ある。男性に比べて女性でグループ

Aに 属する人の割合が小さく,グ ルー

S地 区,老 人 ク ラ ブ,道 東 地

域 の 女 性 で あ り,ス ポ ー ッ教 室 参 加 女 性 の

19%平 均 肥 満 度 は112・3±0・72(n=20)%で
11他 集 団 の 女 性 よ り低 い値 で あ った

。 これ ら0

1070歳 代 女 性 の 基 礎 体 力 値 を 表5に 示 す。 ス
21
1gポ ー ッ健 康 教 室 参 加 者 の 肺 活 量 が他 集 団 の

?Z女 性 より高 く,ま た膝曲げ運動はS地 区居

住者が他集団より低い値であった。基礎体

力でみると,ス ポーッ健康教室参加女性が

他集団の70歳代女性に比べて,幾 分優れて

表570歳 代女性の基礎体力

年齢 平均握力 肺活量 膝曲げ運動

S地 区 居 住 者(n・13}73.5歳18.6±1.6kg

スホ●一ツ教 室 参 加 者(n・6)72.722.8±1.8

老 人 クラブ 会 員(n・39)73.019.4±0.6

道 東 居 住 者(n=57}73.821.4±0.5

1287±106m1

2105±82*

1717±63

1571±56

4.4±1.3*

12。0±2.6

11.7±0.8

11.3±0.4

プCの 割合の高い傾向がS地 区居住者,道 東地域

居住者で認められたが,ス ポーッ教室参加者,老

人クラブ会員では認められなかった。

(3)70歳 代女 性 の基礎 体力 の同年 代男 性 との比 較

4っ の集 団 の女 性 の平 均 身 長 は145.9～148.8cm,

平 均 体 重 は51.9～54.7kgに 分 布 し,男 性 の 身 長 は

157.6～162.2cm,体 重59.4～60.2kgに 分 布 した が,

そ れ ぞ れ の肥 満 度 をBrocaの 桂 変 法 で 求 め て 図 示

した(図1)。

肥満度.P〈0.05
%**Pく0.01

麗

罷
1器

鴇

器

劣

弱

平均値±SE.膝 曲げ運動:回 数/20秒 間.*P〈0.05vs他 集団

いる傾向が示唆される。都市部S地 区居住高齢女

性に比べて,都 市部に住むスポーツ教室参加者や

老人クラブ会員の基礎体力が良いようにみうけら

れる。また道東農 ・漁村地域は都市部と違った生

活環境が基礎体力を維持させる要因ではないかと

推察される。基礎体力について70歳代男女の値を

比較すると,ど の集団でも,平 均握力,肺 活量で

男性の値は女性の値より大 きかった。一・方膝曲げ

運動では男女の差は小さかった。スポーツ教室参

加男性の値は女性より大 きかったが,他 の集団で

は男女間に有意差 はなかった。 しか し在宅高齢女

性に膝障害のため,全 く膝曲げ運動のできない人

が多くいたことが注目された。

s地区居住者 ス素。」ッ教室参加者 老人クラ7"会員 運東地域居注者

図1.70歳 代男女 の平均 肥満度比 較

各 集 団 毎 に男女 を 比 較 す る と,い ず れ で も女 性 の

肥 満 度 が 男 性 の そ れ よ り大 き い値 で あ った 。 しか

し,肥 満 の 目安 と され る120%を 平 均 値 で 越 え た

(4)70歳 代女性の歩行数の同年代男性 との比較

4っ の集団のうちS地 区居住者 とスポーッ教室

参加者の6・7・8月 の万歩計による1日 あたり

平均歩行数測定結果を図2に 示 した。いずれの集

団でも男女の1日 あたり平均歩行数の分布 にX2

検定で有意差が認め られた(S地 区居住者でP〈

0.01,ス ポーッ教室参加者でP〈0.01,老 人クラ

ブ会員でP〈0.01,道 東地域居住者でP〈0.05,で

あった)。 しかし女性の歩行数が男性の歩行数 に
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女性高齢者 の健康 ・生 きがい ・基礎体力 の特徴 について

比べて,ど の集団でも多いとか,逆 に少ないといっ 婦人健康美運動教室に参加する20-70歳 代女性

た一定の傾向はないといえよう。(A群)の71%は,専 業主婦など無職であった。

歩数s地 鴎臆 他の29%の 参加者が有職で,20歳 代では50%,30一
里{立・季

50歳代では30%前 後の人であった。一方H勤 務者

(B群)の69%が 正規職員で,他 の31%が 非常勤

職員であった。勤務時間をみると1日6時 間以上

朔繍
はた らいて い る人 が89%で,4-6時 間 が11%で

あ った 。H勤 務 者(B群)の60%の 人 が,運 動 を

含 む 多 様 な 種 類 の 習 い事 を して お り,20歳 代66%,

女'男 女 男 女o男
40歳 代63%,50歳 代50%,30歳 代43%で あ った。

6月7月8月

自宅で趣味活動を していると答えた人 はA群 全体

の24%,B群 全体の26%で あった。A,B群 とも

欝 ス・・tC-')1・itli:3・ 歳 代 で 趣 味 活 動 を して い る と答 え た人 が最 少 で

高い年代層では50%前 後であった。A群 とB群 の

20--50歳 代 について,学 歴の分布を比べると,A

群 よりB群 に高学歴の傾向が認められた。

婦人健康美運動教室に参加する20--70歳 代女性

(A群)とH職 場勤務の20-50歳 代女性(B群)

女 男 女 女sの 自覚的健康状態は,20歳 代から徐々に年代が高
6月7月 ε月12121

　リ コ

図2.70歳 代男女 の月別平均歩行数比較ea.

(5)20-70歳 代 女 性 の生 活 ・健 康 ・生 きが い ・Tb■- 6日 ・

基礎体力 ・歩行数の特徴について 騙'
　ロ コ

婦人健康美運動教室に参加する20-70歳 代女性sa一
を　 ロ

(A群)の 平 均 同 居 家族 数 は,3.68人 で あ っ た。19d- .(%)

30歳 代4.16人,40歳 代3.97人 が 平 均 値 よ り大 き く,
B20B30B40B50A70

そ の他 の年 代 で は50歳 代 の2・56人 を最 小 と して 平 囲 非常1こよe、Nよe、閣窯隻 閣やや悪 、rWke、

均 値 よ り小 さ い家 族 数 で あ った。 一 方 ・H職 場 勤 図3 .女 性の年代別 自覚的健康感

務 女 性(B群)で の平 均 同 居 家 族 数 は2.87人 で,(A一 運動教室参加者,B-H勤 務 者)

A群 の そ れ よ り少 な か っ た,30表620-60歳 代の女性の 自覚 的健康 状態

9

8

7

・ 勿 笏

勿 笏

笏

笏
笏.

歳代3.29人,40歳 代3.18人 は平均

値 より大 きく,そ の他の年代 は5

0歳代の2.50人 を最小 と して平均

値 より小 さく,A群 のそれと同

じ傾向であ った。A,B群 と も

30歳 代で幼児や小学生 と同居 し

ている割合が高 く,40歳 代 では

中学生,高 校生,大 学生 と同居

している割合が高かった。

非常 に良 い 良 い 普 通 やや不良 不良 スコア*

①20歳 代(A)(n

(B)(n

②30歳 代{A}(n

(B}(n

③40歳 代(A)(n

(B}(n

④50歳 代(A)(n

(B)(n

⑤60歳 代(A)(n

⑥70歳 代(A}(n

14)

49}
48)

14)
61)
38)

19)
22)

14)
4)

14%

12

6

ヱ
リ

9
3

9

0

0

6

0

5

3

3

9

6

9

7

0

3

2

2

4

2

6乙
0
乙

3

5

8

9

1

2

3

0

4

5

4

5

4

2

6

4

5

5

6

7

7

2

1

4

1

6

6

7

2

5

1

2

1

1

2

1

2

2

2

0

0

0

7

0

3

0

5

7

0

2.43

2.67

2.83

2.71

2.79

3.02

2.80

3.09

3.29

3.25

nは 回 答 数,*ス コ ア:自 覚 的 健 康 状 態 が 非 常 に良 い に1点,

良 い に2,普 通 に3,や や 不 良 に4,不 良 に5と して平 均値 を 計 算 した.

(A};婦 人 健康 美 運 動 教 室 参 加 者(B);H勤 務 女 性
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高齢 者 問題No.101994

くなるほど,悪 くなる傾向が推測された(表6,

図3)。 また同年代のA群 に比べて,B群 で自覚

的健康状態スコアの高い傾向が認められた。HHI

スコアでも同様に年代が高 くなるほど得点の高 く

なる(健 康度が低下する)傾 向,同 年代のA群 に

比べてB群 のHHIス コアの高い傾向が認められ

た(表7)。 生 きがい感をあ らわす指標 として用

いたPGMス コアで も,自 覚的健康状態やHHI

スコアと同様の傾向であった(表7)。A群 の他

の年代と異なって,A群 の30歳代でのみHHIス

コアとPGMス コアが,B群 の30歳代と同程度に

高いことが注目された。

婦人健康美運動教室に参加する20-一一70歳代女性

(A群)の 基礎体力を表8に 示 した。年代 の上昇

表720-60歳 代女性の健康感指標と生きがい感指標

PGMス コ ア

車位・千

一日
あ
た
り
平
均
歩
㌃
数

[三]19歳.i二20歳1至

6r89ユ 〔〕11正2

月
目 遡歳代 翻4e歳代 國50歳 代 園 ら②歳代 翻7LI歳代

図4.女 性 の年 代 別 月 別 平 均 歩 行 数

加 しない他の日に比べて,一 日あたり歩行数の多

くなる傾向が明 らかであった。典型的な40歳代の

一例 を示 した(図5) 。

HHIス コ ア

①20歳 代(A)

(B)

②30歳 代(A)

(B}

③40歳 代(Al

(B)

④50歳 代(A)

(B)

⑤60歳 代(A)

35.7±2.1(15)28.1±1.4(15)

40.6±1.0(49}32.2±0.9(47)

39.4±1.0(54}31.5±0.9(54)

39.7±2.6(14)29.2±1.5(13)

36.4±0.9(66)30.5±0.8(65)

41.4±1.3(30)33.6±1.1(39)

35.8±2.0(19)29.2±1.8(24)

43.4±1.7(16}33.6±2.2(15}

34.9±1.7(13)29.2±1.8(13}

Mean±SE.()内 の 数 字 は 回 答 数.NS:有 意 差 な し

(A);婦 人 健 康 美 運 動 教 室 参 加 者(B):H勤 務 女 性

車位・千
16

14

百12

甦 ユ。
り
平
均
捲
竹
数

表820-70歳 代女性 の基礎体力

勿

.第

7891②1112

月

囮 健康美運動教室なし 國 あり

図5.M.M(43歳)の 月別 平 均 歩 行数

(教 室 に行 った 日 と行 か な い 日の比 較)

体脂肪率 平均握力 肺活量 膝曲げ運動
4.考 察

①20歳 代(n・2)28.8%

②30歳 代(n・19}29.1±1.5

③40歳 代(n=29)28.2±0.9

④50歳 代(n=10)30.2±2.3

⑤60歳 代(n・15)33。7±1.8

⑥70歳 代(n・5》28.5±1.7

30kg2685ml

31e8±0.52818±83

31.4±0.72747±106

26.4±1.52603±97

25.4±0.82192±129

24.4±1.72158±153

18.5

18.0±0.5

16.4±0.7

15.0±0.8

13.8±1.1

13σ2=ヒ1.6

平均値 ±SE.膝 曲げ運動:回 数/20秒 間

とともに左右平均i握力,肺 活量,膝 曲げ運動回数

ともに低下 していくことが明らかにあった。

A群 とB群 の一部の人たちの万歩計による一 日

あたり歩行数の月別平均値を図示 した(図4)。

平均値でみると,年 代が高 くなるのにともなって,

一 日あたり歩行数は少なくなる傾向であった
。A

群の人は,婦 人健康美運動教室に参加する日は参

になった。一方,

加する70歳代女性では,

きがい感が低いという傾向を認めなかった。女性

高齢者の健康 ・生きがい ・基礎体力の維持 ・向上

に種々な社会活動に参加することはプラスの意味

を持ち,特 に高齢者向けのスポーッ教室は積極的

意味をもっていると結論できるのではないかと考

4っ の異なる集団に属する70歳代

女性の健康 ・生きがい ・基礎体力を

同集団同年代の男性と比較した結果,

在宅女性の健康度と生きがい感が男

性に比べて低いという特徴が明 らか

老人クラブとスポーッ教室に参

男性に比べて健康度や生
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女性高齢者 の健康 ・生 きがい ・基礎体力 の特徴 にっいて

える。 しかしスポーッ教室参加者で特徴的に認め

られた,女 性高齢者の良い健康度や生きがい感が

スポーッ教室に参加することによって得 られたも

のなのか,こ のような活動に参加 しようという意

欲をもつ高齢女性に予め備わっていたものかは明

らかではないが,ス ポーツ教室や老人 クラブの社

会的意義を示唆するものと考える。

婦人健康美運動教室 というスポーッ教室参加の

20-70歳 代の女性を対象 とした本調査結果から,

若い年代でもスポーッ教室参加女性の健康度や生

きがい感が,他 の集団(H職 場勤務女性)の 同年

代女性に比べて良い傾向が示唆された。 しか し30

歳代で示された他の年代と異なる健康度や生きが

い感の傾向(表6,7)が,時 間的ゆとりの少な

いこの年代の生活と関係する可能性など,他 の要

因 との関連にっいて今後の検討が必要である。

本調査研究の結果から,ス ポーッ教室参加女性

でも有職女性でも,加 齢に伴 って健康度や生 きが

い感,基 礎体力,一 日あたり歩行数が低下 してい

くことが示唆 された。加齢 に伴 うこのような低下

を遅 らせる方法を明らかに し,生 活化 していくこ

とがどの集団,ど の年代でも大切と考え られる。

本研究は横断的研究であり,縦 断的研究がさらに

必要であるが,ス ポーッ教室の持つ機能,即 ち定

期的に無理な く,楽 しく体を動かすことの積極的

意味を示唆 した結果といえよう。社会的活動参加

という点では,有 職女性のほうがスポーッ教室参

加女性より参加 している時間は長いし,関 わり方

も強いといえよう。 しか し本結果か らも,社 会的

活動参加が女性の健康 ・生 きがい感の全てを決め

るものでないことが示唆された。Qualityoflife

(生活の快適性)と 呼ばれる,日 常生活の多面的

要素を視野にいれた調査研究の必要性が浮かびあ

がってきたと考える。
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